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１．「気象過去データの利用環境」の
アメダスcsvファイル
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取得できるファイル（アメダスCSVファイル）

今年の6月から「気象過去データ利用環境」で提供しているアメダスCSVファイルを紹介します。
https://www.data.jma.go.jp/developer/past_data/index.html

アメダスCSVファイル



取得できるファイル（地上気象観測CSVファイル）

また、地上気象観測（気象台や測候所など）の日別値csvファイルも提供しています。
基本的にはアメダスcsvファイルと同じ内容ですが、データ収録期間が長くなっている等の違いがありま
す。

地上気象観測CSVファイル
（日別値のみ）
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気象観測の種類（アメダスと地上）

地上気象観測（気象台や測候所など）アメダス

地点数 ： 少
観測要素 ： 多
観測期間 ： 長
設置目的 ： 気候観測等
地点番号 ： 固定

地点数 ： 多
観測要素 ： 少
観測期間 ： 短
設置目的 ： 防災等
地点番号 ： 移設により変更あり



7

実際のアメダスcsvデータ（日ごとの値）

日別値のファイルには、
気象庁が計算した日合計値（降水量・日照時間）や日最低気
温・日最高気温が格納されています。

アメダス地
点番号

国際
地点番号 年 月 日 平均気温

品質情報 平均気温 最高気温
品質情報 最高気温 同起日 同起時（時）同起時（分）

amd_no sfc_no yr mn dy avtem_rm avtem mxtem_rmmxtem mxtem_dtd mxtem_dth mxtem_dtm
44132 47662 2019 1 1 8 5.3 8 10.7 1 13 33
44132 47662 2019 1 2 8 6.2 8 10.9 2 13 24
44132 47662 2019 1 3 8 4.9 8 10.9 3 13 3
44132 47662 2019 1 4 8 5.1 8 9.8 4 13 16
44132 47662 2019 1 5 8 7.4 8 14 5 14 30
44132 47662 2019 1 6 8 5.3 8 8 6 13 55

気温
2019年1月 東京のデータ（一部）



アメダス地
点番号

国際
地点番号

年 月 日 時 分 品質情報 気温 品質情報
前10分間
最高気温

同起日 同起時（時） 同起時（分）

amd_no sfc_no yr mn dy hr mi tem_rm tem mxtem_rm mxtem mxtem_dtd mxtem_dth mxtem_dtm

44132 47662 2019 1 1 12 30 8 10.3 8 10.4 1 12 23

44132 47662 2019 1 1 12 40 8 10.4 8 10.7 1 12 40

44132 47662 2019 1 1 12 50 8 9.9 8 10.6 1 12 46

44132 47662 2019 1 1 13 0 8 10.2 8 10.5 1 12 57

44132 47662 2019 1 1 13 10 8 10 8 10.4 1 13 1

44132 47662 2019 1 1 13 20 8 10.5 8 10.5 1 13 20

44132 47662 2019 1 1 13 30 8 9.8 8 10.6 1 13 22

44132 47662 2019 1 1 13 40 8 10.4 8 10.7 1 13 33

44132 47662 2019 1 1 13 50 8 10.3 8 10.4 1 13 50
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実際のアメダスcsvデータ（10分ごとの値）

気温 10分ごとの値
2019年1月1日 東京のデータ（一部）

現在の観測値は10分ごとの観測値が基礎となっています。
「前10分間最高気温」とはその時刻までの1分ごとの気温のうちの
最高気温です。
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観測値と統計値（現在の処理）

10分ごとの値

日ごとの値

月ごとの値、年ごとの値

統計

統計

期
間
の
長
い
デ
ー
タ 「気象過去データの利用環境」で

提供しているアメダスCSVファイル

例：12時50分の気温、13時00分までの1時間降水量、、、

例：日平均気温、降水量日合計、、、

気象庁では、10分ごとの値（観測値）を基礎データとして、
日ごとの値等を統計しています。
月ごとの値、年ごとの値等も統計していますが、今回の提供対象
ではありません。



アメダスcsvファイルのメリット①

気温

【気象庁ホームページ アメダス】
http://www.jma.go.jp/jp/amedas/

・ 図またはhtml形式で利用者が加工できない
・ 当日と昨日のデータのみ

【最新の観測データ・CSVダウンロード】
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/docs/csv_dl_readme.html

・ 当日と7日前までのデータのみ

アメダスcsvファイルは
観測開始からのデータが揃っています



アメダスcsvファイルのメリット②

【気象庁ホームページ 過去の気象データ・ダウンロード】
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
＜地点･項目・期間・表示オプションを選択＞

地点毎の観測データの
一覧表やグラフ表示

【気象庁ホームページ 過去の気象データ検索】
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

・ 図またはhtml形式で利用者が加工できない

・ ダウンロードできる量に上限があり、
手動選択が必須

アメダスcsvファイルは
自動処理に向いています
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アメダスcsvファイルのメリット③
【気象過去データの利用環境 バイナリファイル】
https://www.data.jma.go.jp/developer/past_data/index.html

・ バイナリ形式を含むため、専用の読み取り
プログラム等が必要
・ 期間によりファイルが異なる

アメダスcsvファイルは
全期間で同じファイルです



アメダスcsvファイルのメリット まとめ

アメダスcsvファイルは、気象庁のこれまでのデータ提供コンテンツと
比較して以下のメリットがあります。

・ 観測開始からの長期間データがあります
・ データファイルは圧縮されており、一度に大量のデータをダウンロー
ドできます
・ データファイル名に命名規則があるので、自動処理が可能です
・ csvファイルなので、表計算ソフト等で取り扱いやすいです
・ ファイル様式が、観測時期によらず一定です

過去の気象データをcsv形式ファイルで取得し、
他業種のデータを組み合わせることで、
様々な分析が可能となります。



２．アメダス観測・統計データの
利用上の注意
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アメダス観測データの利用上の注意①

①風向について
風向とは風が吹いてくる方向をいい、
北を基準に全周囲を16または36
に分割して、16方位、36方位で
表します。

16方位
の値

意味 説明

0 静穏 平均風速0.2m/s以下
1 北北東
2 北東
3 東北東
4 東
5 東南東
6 南東
7 南南東
8 南
9 南南西

10 南西
11 西南西
12 西
13 西北西
14 北西
15 北北西
16 北
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アメダス観測データの利用上の注意②

24時00分が存在します

② 24時の存在
※ 過去の気象データ検索での表示例↓

気象庁の気象観測では「24時」が存在し、
「過去の気象データ検索」等のコンテンツでは
24時と表示されていますが、計算機では24
時の処理が出来ない場合があります。

このため、csvファイルでは翌日の0時として
データを取り扱っています。他のコンテンツ等と
比較する際はご留意ください。

アメダス
地点番号

国際
地点番
号

年 月 日
日最大1時間
降水量
品質情報

日最大1
時間
降水量

日最大1時間
降水量
附帯情報

日最大1時間
降水量
有効桁数

同起日 同起時（時） 同起時（分）

amd_no sfc_no yr mndy pre1h_mx_r
m

pre1h_
mx pre1h_mx_ad pre1h_mx_sf pre1h_mx_dtd pre1h_mx_dth pre1h_mx_dtm

52571 0 2008 11 20 8 0.5 1 0 20 4 1
52571 0 2008 11 21 8 3 1 0 21 22 45
52571 0 2008 11 22 8 1 1 0 22 0 15
52571 0 2008 11 23 8 0 0 0 24 0 0
52571 0 2008 11 24 8 5 1 0 24 22 0
52571 0 2008 11 25 8 0.5 1 0 25 18 57

Csvファイルでは24時を翌日の0時として格納しています。



値 意味 説明
0 統計しない 観測（統計）対象外の要素

1 資料なし（欠測）、未報告 欠測（統計値が得られない）、未来時刻のデータ

2 利用不適値 利用に適さない
3 疑問値 値が非常に疑わしい

4 資料不足値 統計を行うための元データに一定以上の欠落がある

5 準正常値 値がやや疑わしい（統計を行うための、元データに若干の欠落がある）

6 （使用しない）
7 （使用しない）

8 正常値 品質に問題がない（統計を行うための、元データに欠落がない）

9 （使用しない）

機器や通信の不良・メンテナンスにより、データが欠落することがあります。

統計を行うために必要な資料数は、要素によって異なりますが、全体数の80％を基準として
います。

データ利用の際は、まず品質情報と併せてご利用ください 17

品質情報について（データ欠落）

資料数 0％

資料数 80％未満

資料数 80％以上100％未満



値 意味 説明
0 統計しない 観測（統計）対象外の要素

1 資料なし（欠測）、未報告 欠測（統計値が得られない）、未来時刻のデータ

2 利用不適値 利用に適さない
3 疑問値 値が非常に疑わしい

4 資料不足値 統計を行うための元データに一定以上の欠落がある

5 準正常値 値がやや疑わしい（統計を行うための、元データに若干の欠落がある）

6 （使用しない）
7 （使用しない）

8 正常値 品質に問題がない（統計を行うための、元データに欠落がない）

9 （使用しない）
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品質情報について（値がない）

amd_n
o sfc_no yr mn dy hr mi pre10m_rm

pre10
m

pre10
m_ad

pre10
m_sf

pre1
h_r
m

pre1h pre1
h_ad

pre1h
_sf

pre1
0m_
mx_r
m

pre10m
_mx

pre10
m_mx
_ad

pre10
m_mx
_sf

pre10
m_mx
_dtd

pre10
m_mx
_dth

pre10
m_mx
_dtm

アメダス
地点番号

国際
地点番号 年 月 日 時 分 品質情

報
前10分
間降水

量
同附帯
情報

同有効
桁数

品質
情報

前1時間
降水量

同附
帯情
報
同有効
桁数

品質
情報

前10分間
最大10分
間降水量

同附帯
情報

同有効
桁数同起日

同起時
（時）

同起時
（分）

49161 0 2008 4 7 21 0 8 1.0 1 0 8 6.0 1 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 10 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

品質情報により値がない場合、“-9999”または“-9999.0”を入れています

値がないケース
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00

気
温
（
℃
）

時刻

1992/9/9 東京の気温データ（アメダス）

瞬間気温（1時間ごと）
最高気温
最低気温

最高気温は24個の
瞬間気温の最高
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年代ごとのデータ密度の違い（～2003年）
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年代ごとのデータ密度の違い（2004～概ね2008）

24

25

26

27

28

29

30

31

32

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00

気
温
（
℃
）

時刻

2007/9/9 東京の気温データ（アメダス）

瞬間気温（10分ごと）
最高気温
最低気温

最高気温は144個の
瞬間気温の最高
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年代ごとのデータ密度の違い（概ね2008以降）

25

26

27

28

29

30

31

32

33

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00

気
温
（
℃
）

時刻

2018/9/9 東京の気温データ（アメダス）

瞬間気温（1分ごと）
前10分間最高気温
前10分間最低気温
瞬間気温（10分ごと）
最高気温
最低気温

最高気温は144個の
前10分最高気温の最高
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統計値の変遷（過去のデータ・アメダス）

10分ごとの値

日別値

現在

期
間
の
長
い
デ
ー
タ

年代により日別値（例：最高気温）の一部の品質が異なる

1時間ごとの値

1976年 2008年頃

10分ごとの最大値・最小値がない

1994年

日別値の元となるデータが異なる

10分ごとの瞬間値

2003年

日別値 日別値

→ 例えば、アメダスの日最高気温は2003年、2008年頃以降、
高い値が出やすくなっているのでデータ分析に用いる際は
注意が必要です。
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観測や統計の変遷（アメダス）

最大瞬間風速の開始は
2008年以降

最大10分間降水量の
開始は概ね2008年以降

降水量が0.5mm単位に

最大風速の単位が
0.1m/s単位に

観測技術や通信技術の発達とともに、
要素を増加、単位を細かく、という変遷

※ 変遷を示すため、過去の気象データ検索での年ごとの値を用いています↓



降水量10分値の例
2008年4月7日 大月（山梨県）のデータ（一部）

amd_n
o sfc_no yr mn dy hr mi pre10m_rm

pre10
m

pre10
m_ad

pre10
m_sf

pre1
h_r
m

pre1h pre1
h_ad

pre1h
_sf

pre1
0m_
mx_r
m

pre10m
_mx

pre10
m_mx
_ad

pre10
m_mx
_sf

pre10
m_mx
_dtd

pre10
m_mx
_dth

pre10
m_mx
_dtm

アメダス
地点番号

国際
地点番号 年 月 日 時 分 品質情

報
前10分
間降水

量
同附帯
情報

同有効
桁数

品質
情報

前1時間
降水量

同附
帯情
報
同有効
桁数

品質
情報

前10分間
最大10分
間降水量

同附帯
情報

同有効
桁数同起日

同起時
（時）

同起時
（分）

49161 0 2008 4 7 21 0 8 1.0 1 0 8 6.0 1 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 10 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 20 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 30 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 40 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 21 50 8 0.5 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 22 0 8 0.5 1 0 8 3.0 1 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 22 10 8 1.0 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 22 20 8 0.0 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

49161 0 2008 4 7 22 30 8 1.0 1 0 1 -9999.0 0 0 0 -9999.0 0 1 -9999 -9999 -9999

csvファイルは年代によらず共通のフォーマットを採用
→ 1993年より前のデータは観測間隔が疎、要素も少
→ 10分値ファイルは空データが多い

毎正時しか入らない要素 観測がない要素

観測や統計の変遷（アメダス）



３．地上気象観測・統計データの
利用上の注意
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地上気象観測データの利用上の注意

①現象なし

「現象なし（--）」とは、人が観測した結果にのみ出現する付加情報です。
降水や日照、降雪などの現象の有無を記録している項目に付加されます。

例えば、“降水量 –”は、“降水現象がなかった”という意味で、
“降水量0.0mm”は、“降水現象があって、量が0.0mmだった”という意味になります。
アメダス
地点番号

国際
地点番号 年 月 日 降水量日合計

品質情報
降水量
日合計

降水量日合計
附帯情報

降水量日合計
有効桁数

amd_no sfc_no yr mn dy smpre_rm smpre smpre_ad smpre_sf
82182 47807 2018 1 16 8 4.5 1 0
82182 47807 2018 1 17 8 20.5 1 0
82182 47807 2018 1 18 8 0 1 0
82182 47807 2018 1 19 8 0 2 0

※ 過去の気象データ検索での表示例↓

csvファイルでは
附帯情報で現象
ありなしを区別し
ています
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観測や統計の変遷（地上）

地上気象観測の日別値は、1961年以降は概ねデジタル化が完了し
データが揃っています。また、一部、移転等によりデータ均質性が異なる
場合があるため注意が必要です。

移転によりデータ均質性が異なる

※ 変遷を示すため、過去の気象データ検索での年ごとの値を用いています↓

データがない期間
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まとめ

・ 過去の気象データ観測データの活用が広がるよう、アメダス
csvファイルと地上気象観測csvファイルを用意しました。ぜひご
利用ください。

・ 気象観測データの特徴を踏まえたデータ分析が進むことを期
待しています。


